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12月14日�の親子ふれあい教室で、町内の親子
60人がしめ縄づくりに挑戦！片平昭六さん（新地町）
と片平昭八さん（岡）を講師に、編み方を学びました。

参加者は、慣れない手つきながらも親子で力を
合わせて、しめ飾りを完成させました。最後に
もちつきを行い、出来上がったお餅を全員で味わ
いました。
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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝
で
新
春
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
議
会
活
動
各
般
に
わ
た
り
、
温
か

い
ご
支
援
ご
協
力
に
対
し
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
牛
肉

偽
装
問
題
、
輸
入
野
菜
の
農
薬
残
留
、
さ
ら
に
は

原
子
力
発
電
所
定
期
点
検
時
の
報
告
書
の
改
ざ
ん

問
題
等
、
世
の
中
何
を
信
じ
れ
ば
良
い
の
か
困
惑

す
る
事
件
が
続
発
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
日
の
町
発
展
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
、

前
々
町
長
橋
本
正
一
氏
が
１
月
に
、
12
月
に
は
前

町
長
荒
和
英
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
誠

に
残
念
で
あ
り
、
町
の
大
き
な
２
本
の
柱
を
失
い
、

大
き
な
損
失
で
あ
り
ま
す
。

一
方
で
は
、６
月
に
日
本
、韓
国
共
同
開
催
さ
れ

た
、サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
日
本
選
手
の

大
活
躍
に
、
我
々
国
民
等
し
く
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
、９
月
に
は
突
然
の
北
朝
鮮
訪
問
に
よ
り
、
長

年
の
問
題
で
あ
っ
た
、
拉
致
被
害
者
の
う
ち
５
名

の
方
が
帰
国
さ
れ
ま
し
た
が
、
子
ど
も
を
含
め
残

さ
れ
た
被
害
者
の
１
日
も
早
い
帰
国
を
望
み
ま
す
。

そ
し
て
、
秋
に
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
日
本
人
か
ら
２

名
の
科
学
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
日
本
の

名
誉
で
あ
り
、
日
本
の
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。
町

で
は
役
場
庁
舎
も
完
成
し
、
10
月
15
日
に
開
庁
さ

れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
11
月
１
日
情
報
公
開
条
例

も
施
行
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
図

ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

長
引
く
経
済
不
況
で
、
雇
用
問
題
が
大
変
深
刻

な
状
況
に
あ
り
、
雇
用
の
拡
大
に
、
そ
し
て
町
民

の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
常
磐
自
動
車
道
の
仙
台
延

伸
に
つ
き
ま
し
て
は
、
執
行
部
と
力
を
合
わ
せ
早

期
完
成
に
陳
情
を
続
け
、
併
せ
企
業
誘
致
を
促
進
、

雇
用
の
創
出
を
図
り
失
業
者
の
減
少
に
努
力
す
る

こ
と
は
、
今
日
最
大
の
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
活
道
、
下
水
道
整
備
を
含
め
、
多
様

化
し
て
い
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
議
会
も
一
丸
と
な
り
、

そ
の
責
務
を
認
識
し
町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く

努
力
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
り
一

層
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
併

せ
て
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
ご
ろ
よ
り
町
政
振
興
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
９
月
に
町
長
に
就
任
し
て
以
来
、
そ
の

重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
職
務
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

デ
フ
レ
不
況
の
深
刻
化
、
少
子
・
高
齢
化
、
地

方
分
権
の
進
展
な
ど
、
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
が
劇

的
に
変
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
本
町
で
も
、
ま
ち

づ
く
り
の
原
動
力
と
し
て
き
た
自
主
財
源
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
変
革
の
と
き
を
迎
え
て
い

ま
す
。

町
で
は
、
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
新
し
い

時
代
に
向
か
っ
て
「
町
民
主
役
の
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
と
し
て
、

①
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
充
実
し
た
町
づ
く
り

②
人
と
自
然
が
共
生
す
る
町
づ
く
り

③
町
民
み
ん
な
が
参
加
す
る
町
づ
く
り

④
地
域
産
業
の
総
合
的
振
興
が
図
ら
れ
る
町
づ

く
り

⑤
健
全
財
政
の
確
立
と
地
方
分
権
対
応
の
町
づ

く
り

を
「
ま
ち
づ
く
り
五
つ
の
柱
」
と
し
て
、
暮
ら
し

に
密
着
し
た
、
き
め
細
や
か
な
施
策
を
展
開
し
、

二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
ソ
フ
ト
充
実
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
効
率
的
な
行
財
政
の
運
営
を
図
る

た
め
、
新
し
い
感
覚
と
民
間
企
業
的
発
想
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
積
極
的
に
事
務
や
事
業
の
見
直
し

を
行
い
、
経
費
の
節
減
と
合
理
化
を
図
る
と
と
も

に
、
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
人
と
自
然

が
共
に
輝
き
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
さ

ら
に
は
、
将
来
像
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
と
創
造
の

田
園
都
市

ま

ち

・
し
ん
ち
」
の
建
設
を
推
進
し
ま
す
。

継
続
事
業
で
あ
る
公
共
下
水
道
整
備
事
業
、
農
業

集
落
排
水
事
業
、
生
活
道
路
の
整
備
、
農
村
総
合

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と

も
に
、
新
地
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
、
駒
ヶ
嶺

駅
前
町
営
住
宅
建
設
事
業
、
愛
宕
町
営
住
宅
立
替

事
業
、
総
合
公
園
整
備
事
業
な
ど
を
進
め
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
政
に
対
す
る
ご
指
導
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
を
迎
え
て
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。



将
来
の
町
土
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
本
町
の
持
つ
特
性
を
十
分
に

認
識
し
、
長
期
的
展
望
に
た
っ
て
、

次
の
事
項
に
配
慮
し
て
行
う
。

①
人
口
増
加
の
主
要
因
で
あ
る
転

入
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
に
伴
う

死
亡
数
の
増
加
に
よ
り
、
人
口
は

減
少
局
面
に
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、

着
実
に
進
み
つ
つ
あ
る
少
子・高
齢

化
は
、
産
業
活
動
や
地
域
活
動
の

停
滞
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
問
題

に
現
れ
て
お
り
、
若
者
の
定
着
に

向
け
た
生
活
環
境
の
整
備
、
住
宅

地
開
発
、就
業
の
場
の
確
保
を
積
極

的
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
将
来
の
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
、
広
域
物
流
拠
点

と
し
て
の
相
馬
港
や
相
馬
地
域
開

発
と
の
連
携
や
農
林
水
産
業
の
振

興
策
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

設
置
予
定
の
常
磐
自
動
車
道
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
活
用
を
図
り
、
地

域
活
性
化
へ
の
波
及
効
果
を
最
大

限
生
か
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

③
町
民
の
意
識
や
生
活
様
式
は
、

よ
り
都
市
的
な
も
の
へ
と
関
心
を
高

め
つ
つ
あ
る
の
で
、
既
存
集
落
の
生

活
環
境
整
備
や
住
宅
地
開
発
に
よ

り
、
よ
り
生
活
し
や
す
い
環
境
の
整

備
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
町
民

生
活
の
利
便
性
向
上
と
町
内
外
の

人
た
ち
の
交
流
の
中
心
と
な
る
都
市

機
能
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

④
本
町
の
貴
重
な
資
源
を
保
全
す

る
た
め
に
、無
秩
序
な
森
林
の
伐
採
、

農
用
地
の
開
発
及
び
宅
地
へ
の
転

用
を
防
止
し
、自
然
海
岸
線
な
ど
自

然
環
境
の
保
全
を
図
る
。ま
た
、
生

活
排
水
等
に
よ
る
河
川
や
海
洋
の

水
質
汚
濁
な
ど
の
環
境
対
策
を
積

極
的
に
推
進
し
、良
好
な
水
環
境
を

保
全
す
る
と
と
も
に
、自
然
と
共
生

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

⑤
町
内
に
数
多
く
あ
る
貴
重
な
遺

産
は
未
来
の
町
民
に
継
承
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
歴
史
的
文
化
遺
産
の
価
値
を

十
分
認
識
し
、
保
護
、
保
全
、
整

備
を
推
進
し
、
地
域
個
性
の
発
揮

に
努
め
る
。

効
率
的
、
安
定
的
な
生
産
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

景
観
や
生
態
系
に
配
慮
し
農
用

地
の
利
用
集
積
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
国
土
保
全
機
能
を
充
分

発
揮
で
き
る
資
源
循
環
型
で
環

境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
農
業

生
産
に
努
め
る
。

林
産
物
の
生
産
機
能
、
水
源

か
ん
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、

保
健
休
養
な
ど
の
公
益
的
な
機

能
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
重

要
性
を
十
分
認
識
し
、
必
要
な

森
林
の
確
保
と
整
備
を
行
い
、

多
面
的
な
活
用
を
図
る
。

野
生
生
物
の
生
息
に
重
要
な

役
割
を
持
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
自
然
環
境
に
十
分
配
慮

し
、
そ
れ
ら
の
機
能
を
損
な
わ
な

い
よ
う
に
地
域
の
適
正
な
利
用
を

図
る
。

生
活
用
水
及
び
農
業
用
水
等

へ
の
安
定
し
た
水
資
源
の
確
保

を
図
る
た
め
、
整
備
に
要
す
る
用

地
の
確
保
を
図
る
。
ま
た
、
水
辺

に
親
し
み
自
然
と
ふ
れ
あ
う
空
間

と
し
て
の
活
用
を
図
る
。

町
民
の
生
活
、生
産
活
動
の
基

盤
と
な
る
施
設
で
あ
り
、必
要
な
用

地
を
確
保
し
、整
備
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。道
路
の
整
備
に
あ
た

っ
て
は
、交
通
の
安
全
と
円
滑
の

確
保
、交
通
障
害
の
防
止
に
配
慮

し
た
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
を

推
進
し
、防
災
機
能
の
向
上
及
び

公
共
・
公
益
施
設
の
収
容
機
能
等

の
発
揮
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、環

境
の
保
全
に
十
分
配
慮
す
る
。

町
民
の
定
住
化
促
進
、
ま
た

新
た
な
住
宅
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
周
辺
土
地
利
用
と
の
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
新
地
駅
前

の
宅
地
開
発
な
ど
に
よ
り
用
地

を
確
保
す
る
。
ま
た
、
景
観
に
配

慮
し
た
人
と
自
然
が
輝
く
都
市

的
生
活
環
境
の
整
っ
た
住
宅
地

と
し
て
の
整
備
を
推
進
す
る
。

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用

機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
企

業
立
地
条
件
に
応
じ
て
整
備
し
、

誘
致
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
既

存
工
場
に
つ
い
て
は
周
辺
の
農

村
地
域
の
環
境
に
調
和
し
た
事

業
活
動
を
促
進
す
る
。

野
生
生
物
の
重
要
な
生
息
空

間
で
あ
る
と
と
も
に
、
港
湾
、
漁

業
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

場
な
ど
、
極
め
て
多
面
的
な
機

能
を
有
す
る
空
間
で
あ
る
。
各
種

利
用
の
調
整
を
図
り
、
ま
た
、
自

然
環
境
の
保
全
を
図
り
な
が
ら
、

整
備
を
推
進
す
る
。

11
月
21
日
、
委
員
15
名
で
構
成

す
る
新
地
町
総
合
計
画
審
議
会

（
桑
折
篤
次
会
長
）
に
お
い
て
、

慎
重
審
議
の
結
果
、「
総
合
的
な

見
地
か
ら
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
快
適
な
生

活
環
境
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た

い
。」
と
付
け
加
え
、
原
案
を
適

当
と
し
た
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

利用区分

農　用　地
農　　地

田
畑

採草放牧地
森　　　林
原　　　野
水面・河川・水路
道　　　路
宅　　　地

住宅地
工業用地
その他の宅地

そ の 他
合　　　計

1,371
1,371
964
407

0
1,687

30
210
298
586
238
303
45

453
4,635

1,308
1,308
936
372

0
1,661

22
208
359
620
266
304
50

473
4,651

29.6
29.6
20.8
8.8
0.0

36.4
0.6
4.5
6.4

12.6
5.1
6.5
1.0
9.8

100.0

28.1
28.1
20.1
8.0
0.0

35.7
0.5
4.5
7.7

13.3
5.7
6.5
1.1

10.2
100.0

平成12年 平成22年
構　成　比

平成12年 平成22年



前
町
長
荒
和
英
氏
が
去
る
12
月

８
日
逝
去
さ
れ
、
12
日
、
荒
家
と

町
に
よ
る
合
同
葬
儀
が
し
め
や
か

に
営
ま
れ
ま
し
た
。

故
荒
和
英
氏
は、
昭
和
３
年
７
月

12
日
新
地
町
木
崎
に
生
ま
れ
、
昭

和
21
年
宮
城
県
立
亘
理
農
蚕
学
校

を
卒
業
後
、福
田
村
に
奉
職
。
昭
和

34
年
６
月
、合
併
後
の
新
地
村
総
務

課
長
に
就
任
。
町
制
施
行
の
翌
年

昭
和
47
年
か
ら
10
年
間
は
新
地
町

助
役
を
務
め
、昭
和
57
年
９
月
か
ら

は
新
地
町
長
と
し
て
５
期
20
年
の

永
き
に
わ
た
り
町
政
振
興
に
力
を

注
ぎ
、昨
年
９
月
25
日
に
退
任
さ
れ

ま
し
た
。在
任
中
は
、相
馬
地
域
開

発
計
画
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組

み
、
相
馬
共
同
火
力
発
電
新
地
発

電
所
の
誘
致
に
成
功
。そ
れ
に
よ
り

自
主
財
源
に
よ
る
町
づ
く
り
が
可

能
と
な
り
、
図
書
館
や
保
健
セ
ン

タ
ー
、
総
合
体
育
館
、
小
・
中
学

校
な
ど
の
各
種
施
設
建
設
を
進
め

ま
し
た
。ま
た
、「
調
和
の
と
れ
た
活

力
あ
る
住
み
よ
い
町
」を
基
本
理
念

に
、
農
業
基
盤
の
整
備
や
下
水
道

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
町
民
の

翼
」
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
派
遣
事

業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

様
々
な
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に

努
め
ま
し
た
。

こ
の
間
、
福
島
県
町
村
会
副
会

長
、
相
馬
地
方
市
町
村
会
会
長
、

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
副
会
長
、
相
馬
地
方
広
域
市
町

村
圏
組
合
管
理
者
な
ど
数
々
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
、
町
政
の
振
興
と
、

地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。こ
う
し
た
永
年
の
功
績
に
対

し
、昨
年
10
月
に
総
務
大
臣
表
彰
、

11
月
に
は
新
地
町
特
別
自
治
功
労

表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
ほ
か
、12
月

に
は
町
で
３
人
目
と
な
る
名
誉
町

民
に
推
戴
さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
の
発
展
と
町
民
福
祉
の
た

め
に
一
身
を
捧
げ
ら
れ
た
故
荒
和

英
氏
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

荒
氏
は
生
前
、
町
の
振
興
・
発

展
の
た
め
、
町
教
育
振
興
基
金
へ

３
０
０
万
円
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
50
万
円
、
新
地
ホ
ー
ム
へ
50
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
３
年
　
福
島
県
町
村
会
会
長

表
彰

平
成
４
年
　
通
商
産
業
大
臣
感
謝
状

平
成
８
年
　
福
島
県
保
護
観
察
所

長
感
謝
状

平
成
10
年
　
防
衛
庁
横
須
賀
地
方

総
監
感
謝
状

平
成
11
年
　
全
国
町
村
会
会
長
表
彰

平
成
13
年
　
福
島
県
町
村
会
会
長

表
彰
／
農
林
水
産
大

臣
表
彰

平
成
14
年
　
総
務
大
臣
表
彰
／
新

地
町
特
別
自
治
功
労

表
彰

町
で
は
、
12
月
定
例
議
会
に
お

い
て
前
町
長
の
故
荒
和
英
氏
を
名

誉
町
民
に
推
戴
す
る
こ
と
を
決
め
、

ご
遺
族
に
推
戴
状
を
贈
り
、
町
長

室
に
写
真
を
掲
額
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

新
地
町
の
名
誉
町
民
は
元
町
長

の
故
橋
本
正
一
氏
、
元
清
水
建
設

会
長
の
故
野
地
紀
一
氏
に
続
く
３

人
目
と
な
り
ま
す
。

広
く
社
会
文
化
の
興
隆
に
つ
く

し
、
町
民
が
郷
土
の
誇
り
と
し
て

深
く
尊
敬
に
値
す
る
と
認
め
る
本

町
に
縁
故
の
あ
る
も
の
を
推
挙
し
、

栄
誉
と
功
績
を
た
た
え
、
町
民
の

社
会
文
化
興
隆
に
対
す
る
意
欲
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

町体育協会主催の第10回町民親善卓球大会が12
月23日、町総合体育館で町民ら約１００人が参加
して熱戦を繰り広げました。

競技は、１ゲーム11点の３ゲームマッチで、男女
別に小学生、中学生、高校生一般などシングルス10
部門のほか男女別のダブルスや混合ダブルスなど計
15部門に分かれて行われ、上位入賞者には賞状・賞
品が贈られました。

60歳以上の男女を対象としたシルバーダンス３
地区合同ダンスパーティが12月９日、農村環境改
善センターで行われ、町内の愛好者約70人が軽や
かなステップを踏みながらダンスを楽しみました。

ダンスは、背筋を伸ばして踊ることにより、足
腰を丈夫にし、老化を防ぐ効果や男女が互いに
組んで踊ることにより精神的な若返りにもなる
と言われています。

新地高等学校では12月18日、全校生徒２２０人
が参加してクラスごとに門松づくりに挑戦しました。

門松づくりは２、３年生は昨年に続き２回目の挑
戦、１年生にとっては初めての経験で、戸惑いなが
らも小川地区の縄文探求会の方などから丁寧な指導
を受けて、見事な門松を三対作り上げました。完成
した門松は早速、高校の正門と裏門に一対ずつ飾ら
れ、もう一対は新地ホームに贈られました。

各流派新地町おどり会（斎藤洸旦会長）主催
による「第22回現代舞踊発表会」が12月１日、
農村環境改善センターで各流派11団体の会員な
ど約60人が参加して開催されました。

発表会では、会員が流派ごとに民謡や演歌に
合わせて華麗な踊りを披露し、詰めかけた多く
の町民から大きな拍手を浴びていました。

�



相
馬
地
方 

５

初
せ
り（
相
馬
市
）、消
防
団
出
初
め
式（
相
馬
市
・
原
町
市
・
小
高
町
）

９

年
頭
交
通
安
全
祈
願
祭
（
相
馬
市
）

貴
船
神
社
火
伏
せ
祭
り（
小
高
町
）、成
人
式（
小
高
町
・
鹿
島
町
）

、
鹿
島
御
子
神
社
火
伏
せ
祭
り
（
鹿
島
町
）

19

平
成
14
年
度
卓
球
交
流
大
会
（
原
町
市
）

企
画
展
『
中
村
藩
の
武
芸
…
砲
術
』（
〜
２
／
23
）（
原
町
市
）

新
春
の
村
民
の
つ
ど
い
（
飯
舘
村
）

25

生
涯
学
習
講
演
会
「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
物
語
」（
原
町
市
）

第
５
回
相
双
地
域
市
町
村
交
歓
卓
球
大
会
（
原
町
市
）

26

文
化
財
防
火
訓
練（
相
馬
市
）、観
光
い
ち
ご
園
オ
ー
プ
ン（
相
馬
市
）

第
９
回
愛
好
旗
争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
小
高
町
）

２

小
学
校
さ
わ
や
か
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
（
相
馬
市
）

第
17
回
原
町
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
大
会
（
原
町
市
）

７

第
28
回
浮
舟
杯
卓
球
大
会
（
原
町
市
）

９

生
涯
学
習
講
演
会
（
鹿
島
町
）

11

原
町
市
教
育
長
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
（
原
町
市
）

21

原
町
市
交
通
安
全
市
民
大
会
（
原
町
市
）

23

平
成
14
年
度
原
町
市
レ
ク
卓
球
協
会
長
杯
大
会
（
原
町
市
）

鹿
島
町
交
通
安
全
町
民
大
会
（
鹿
島
町
）

上
旬

第
37
回
小
高
町
民
卓
球
大
会
（
小
高
町
）

１

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
集
会
（
小
高
町
）

原
町
市
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
原
町
市
）

鹿
島
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
（
鹿
島
町
）

３

春
季
火
災
予
防
運
動
防
火
パ
レ
ー
ド
（
原
町
市
）

９

第
９
回
市
民
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
（
相
馬
市
）

21

第
６
回
相
双
地
域
市
町
村
交
歓
卓
球
大
会
（
原
町
市
）

23

松
川
浦
開
き
、
潮
干
狩
り
解
禁
（
〜
８
月
末
ま
で
）

30

第
２
回
ハ
モ
ー
ダ
・
フ
ェ
ス
タ
（
小
高
町
）

�
�

広
域
的
な
行
政
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。

私
は
地
域
住
民
の
立
場
に
立

ち
、
構
成
市
町
村
と
の
強
い
連

携
と
協
調
体
制
の
も
と
に
、
豊

か
で
住
み
良
い
圏
域
づ
く
り
の

た
め
第
４
次
相
馬
地
方
広
域
市

町
村
圏
計
画
を
指
針
と
し
て
、

広
域
消
防
、
看
護
専
門
学
校
の

拡
充
、
さ
ら
に
は
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま

す
介
護
保
険
、
ご
み
処
理
、
観

光
開
発
等
の
課
題
に
的
確
に
対

応
し
て
広
域
行
政
の
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
皆
様
は
じ
め
関
係

各
位
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

相
馬
地
方
圏
域
内
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
15
年
の
輝
か
し

い
新
年
を
迎
え
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
日
ご

ろ
よ
り
広
域
行
政
進
展
の
た
め

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
対
し
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
の
景
気
低
迷
に
加
え
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
等
社
会
の

様
々
な
構
造
変
化
の
中
で
地
方

分
権
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
ま
た
、
市

町
村
財
政
も
一
段
と
厳
し
い
状

況
に
あ
り
行
財
政
の
効
率
的
な

運
営
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り

11
月
29
日
開
催
さ
れ
た
相
馬
地

方
広
域
市
町
村
圏
組
合
管
理
者
会

議
で
、相
馬
地
方
の
市
町
村
合
併

に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、行
政
と

し
て
合
併
問
題
を
検
討
し
、住
民
に

対
し
て
の
説
明
責
任
が
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、各
市
町
村
の
首
長
、

議
会
代
表
、住
民
代
表
の
合
わ
せ

て
18
名
で
構
成
す
る
相
馬
地
方
任

意
合
併
協
議
会
を
今
年
１
月
に
設

置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、市
町
村
の
合
併

の
特
例
に
関
す
る
法
律
、い
わ
ゆ
る

合
併
特
例
法
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、合
併
の
是
非
を
含
め
、様
々
な

課
題
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、本
組
合
で

設
置
し
た
、各
市
町
村
職
員
等
に

よ
る
「
相
馬
地
方
市
町
村
合
併
勉

強
会
」
で
は
、
７
月
か
ら
６
回
の

勉
強
会
を
行
い
、
行
財
政
の
現
況

や
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
等
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
中

間
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

最
終
報
告
に
つ
い
て
は
、
中
間

報
告
書
の
整
理
分
析
等
と
併
せ

て
、「
相
馬
地
方
の
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
像
」
に
つ
い
て
も
勉
強
し
、

合
併
協
議
の
素
材
と
し
て
提
供
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第
26
回
町
交
通
安
全
総
ぐ
る
み

大
会
が
12
月
５
日
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
町
民
ら

約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、交
通
事
故
犠
牲
者

に
対
す
る
黙
と
う
が
行
わ
れ
た
後
、

交
通
安
全
功
労
者
な
ど
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
続
い
て
、門
馬
衣
里
さ

ん（
新
地
小
５
年
）、三
国
清
一
さ

ん（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）、
木
村

一
正
さ
ん（
相
馬
消
防
署
新
地
分

署
）か
ら
交
通
安
全
の
提
言
が
述

べ
ら
れ
、交
通
安
全
と
無
事
故
を

誓
い
ま
し
た
。最
後
に
、ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
新
地
小
学
校
児
童

に
よ
る
合
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



・
よ
う
こ
そ
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
天
体

物
理
学
へ

小
柴
昌
俊

高
校
生
な
ど
を
対
象
に
講
演
し

た
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
と

呼
ば
れ
る
巨
大
観
測
装
置
を
始

め
、
研
究
業
績
を
わ
か
り
や
す
く

図
解
。
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
。

14
日
�

新
地
保
育
所

15
日
�

浜
保
育
所

16
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

17
日
�

福
田
保
育
所

20
日
�

各
保
育
所

25
日
�

新
地
保
育
所

浜
保
育
所

新
し
い
年
が
明
け
る
と
、
年

長
組
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
ラ
ン
ド
セ
ル
買
っ
て
も
ら
っ
た

の
」「
今
度
小
学
校
に
行
く
ん
だ

よ
！
」
と
う
れ
し
そ
う
な
声
が

聞
か
れ
ま
す
。

年
長
児
は
保
育
所
で
一
番
大

き
い
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と

し
て
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
と

優
し
く
遊
ん
で
く
れ
た
り
、
お

手
伝
い
を
進
ん
で
し
て
く
れ
ま

す
。
一
年
を
経
て
心
も
か
ら
だ

も
成
長
し
、
小
学
校
へ
の
期
待

も
大
き
く
膨
ら
み
始
め
て
い
る

よ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
小
学
校
へ
の

期
待
が
高
ま
る
中
、
２
月
に
な

る
と
小
学
校
体
験
入
学
が
あ
り

・
く
ま
の
プ
ー
さ
ん

・
楽
し
い
ム
ー
ミ
ン
一
家

・
三
国
志

・
愛
と
永
遠
の
青
い
空
　
辻
仁

成
／
平
家
　
池
宮
彰
一
郎
／
し
ま

な
み
幻
想
　
内
田
康
夫
／
明
智
小

五
郎
対
金
田
一
耕
助
　
芦
辺
拓
／

よ
く
わ
か
る
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

・
夢
の
つ
づ
き

さ
だ
ま
さ
し

・
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ｂ
’Ｚ

・
輝
け
！
月
曜
ド
ラ
マ
王
90
’ｓ

図
書
館
に
紙
芝
居
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
供

が
紙
芝
居
を
借
り
て
き
た
の
で
読

ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
私
も
童
心
に

返
り
楽
し
く
読
み
聞
か
せ
。
子
供

も
保
育
所
で
読
ん
で
も
ら
っ
て
い

る
の
で
静
か
に
真
剣
に
聞
い
て
い

ま
す
。
色
々
な
紙
芝
居
が
あ
る
の

で
是
非
皆
さ
ん
も
借
り
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

新
地
町
　
大
越
久
恵
さ
ん

寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た

ね
。
こ
の
季
節
は
血
圧
が
高
く
な
り

や
す
い
の
で
、気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

血
圧
と
は
、
血
液
が
血
管
を
押

す
力
で
、心
臓
の
押
す
力
と
血
液

の
量
、血
液
の
粘
度
な
ど
に
よ
っ
て

決
ま
り
ま
す
。走
る
と
脈
が
早
く
な

り
ま
す
が
、心
臓
が
た
く
さ
ん
血
液

を
押
し
出
し
て
い
る
証
拠
で
、そ
の

時
は
血
圧
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、寒
い
時
も
血
管
が
縮
ん
で
い
ま

す
の
で
、血
圧
は
上
が
っ
て
い
ま

す
。逆
に
風
呂
あ
が
り
は
全
身
の
血

管
が
開
い
て
血
管
は
流
れ
や
す
く
、

血
圧
は
下
が
り
ま
す
。

大
半
は
原
因
不
明
の
「
本
態
性

高
血
圧
」
で
、30
・
40
歳
代
か
ら
血

圧
が
上
が
り
は
じ
め
ま
す
。
体
質

的
に
、
塩
分
の
排
泄
の
弱
さ
か
ら

血
液
内
に
余
分
な
塩
分
が
溜
ま
る

た
め
、
血
液
の
塩
分
濃
度
を
一
定

に
保
と
う
と
し
て
水
分
が
必
要
以

上
に
血
管
内
に
取
り
込
ま
れ
、
血

圧
が
高
く
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
、

血
圧
の
高
い
状
態
が
続
く
と
血
管

の
壁
を
つ
く
る
細
胞
が
圧
迫
さ
れ

た
状
態
に
な
り
、
動
脈
硬
化
へ
進

展
し
て
い
き
ま
す
。

他
の
病
気
で
、
血
圧
が
高
く
な

っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

き
ち
ん
と
検
査
を
う
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

生
活
習
慣
を
健
康
な
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
塩
分
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
み
そ
、

醤
油
、
塩
な
ど
調
味
料
や
漬
け
物

の
摂
り
す
ぎ
に
注
意
。

②
肥
満
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

③
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
。

精
神
的
ス
ト
レ
ス
も
血
圧
を
上

げ
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
リ
ラ
ッ
ク
ス

を
こ
こ
ろ
が
け
、
寒
い
日
々
を
乗

り
越
え
ま
し
ょ
う
。

Happy New Years
everyone!  I hope you all
had a nice New Years
celebration with your
friends and family.  Did
you eat a lot of udon
while watching enka on
TV till midnight?  Maybe
you even hiked up Mt. Karo in the freezing cold to wel-
come the first sunrise of 2003.  And to all the new adults
in Shinchi Town, a special Happy Coming of Age Day!

In Japan when some one turns 20 they are legally and
socially considered an adult.  However, in my country
America when we turn 18 we are thought of as adults and
can vote, etc.  But the legal drinking age isn’t until 21.
Normally most 18 year olds have graduated from high
school and have moved out of their parent’s house to
attend a university or begin working.  I think the Amer-
ican sense of self-reliance and independence are one of
the reasons that we become adults at only 18.  It’s very
common for a young Japanese man or woman to live
with their parents even after they are in their twenties.
But in America we are eager to leave our parents homes
and start our new lives as independent adults at 18.
We don’t have any special celebrations or festivals like
Japan does with the Coming of Age Day.  And we don’
t wear any special clothing like the furisode kimono.  But
I’m sure the feelings of becoming an adult are very sim-
ilar.  The feelings of having new freedoms and privileges
as well as the burdens of new responsibilities.

（和訳は15ページ）

就
学
に
向
け
て
の
話
し
合
い
を

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
入
学
で
き
る
よ
う
に
、
連

絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。

入
学
ま
で
あ
と
少
し
。
気
持

ち
も
新
た
に
そ
の
日
を
迎
え
て

行
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

�

・
タ
ビ
ね
こ
く
ん

令
丈
ヒ
ロ
子

あ
る
日
、
小
学
生
の
ユ
ウ
タ
が

保
育
所
で
は
体
験
入
学
の
後

で
、
小
学
校
と
の
懇
談
会
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の

先
生
方
と
保
育
所
の
職
員
で
、

�

家
に
帰
る
と
飼
い
ね
こ
の
タ
ビ
ね

こ
く
ん
が
洗
濯
物
を
取
り
込
ん
で

い
た
！
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

け
れ
ど
ど
う
や
ら
、
ふ
つ
う
の
ね

こ
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
み
た
い
？

・
ま
ほ
う
の
マ
フ
ラ
ー

あ
ま
ん

き
み
こ
／
ま
じ
ょ
の
ケ
ー
キ

た

む
ら
し
げ
る
／
ド
ラ
え
も
ん
の
図

工
科
お
も
し
ろ
攻
略
絵
と
デ
ザ
イ

ン
が
と
く
い
に
な
る

町
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
蔵
書
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。図
書
や
雑
誌
、ビ
デ
オ

等
の
検
索
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�

http//library.shinchi-tow
n.jp/

ま
す
。

小
学
校
で
は
、
一
年
生
の
授

業
を
見
た
り
、
校
内
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
店
屋
さ

ん
ご
っ
こ
や
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
毎
年
工
夫
し
て
待
っ
て
い

て
く
れ
ま
す
。
先
生
や
在
校
生

か
ら
も
「
皆
さ
ん
が
来
る
こ
と

を
、
待
っ
て
い
る
よ
」
と
声
を

か
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

帰
り
道
で
は
、「
お
も
し
ろ
か

っ
た
ね
」「
小
学
校
に
行
く
の
楽

し
み
！
」
と
、
興
奮
気
味
の
子

ど
も
た
ち
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
経
験
を
通
し
て
、
安

心
し
て
一
年
生
に
な
る
準
備
が

で
き
る
の
で
す
。

▽
お
か
た
づ
け
（
３
歳
児
）

保
育
士
「
お
片
づ
け
し
ま
し
ょ

う
」
Ａ
ち
ゃ
ん
「
え
ー
、
お
と

こ
た
ち
は
か
た
づ
け
な
い
し
ぃ

〜
、
お
ん
な
た
ち
は
つ
か
れ
る

し
ぃ
〜
」

保
育
士
「
み
ん
な
で
か
た
づ
け

よ
う
ね
」
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ふれ
あいと

創造のまち

�

（子供） （親） （地区）
修
しゅう

斗
と

安彦秀治・由　枝 渋　民

綾
あや

音
ね

森　幸英・美　貴 新地町

黎
れ

輝
き

伊藤　誠・美　穂 小　川

直
な

旺
お

近藤直人・ルミ子 駒ヶ嶺町
知
ち

弥
ひろ

相原幸男・かおり 小　川

隼
はや

人
と

小野啓市・ゆかり 下真弓

利
り

於
お

高橋明佳・美奈子 今　泉

悠
ゆう

真
ま

南　　孝・里　美 中　島

虎
こう

大
だい

武田雄二・夕可里 新地町

（死亡者） （年齢） （地区）
菅野　圭一 ７８歳 木　崎
水戸勝太郎 ７９歳 新地町
荒　やす子 ７８歳 新地町
矢野サタオ ８３歳 新　町
目黒　秀夫 ８６歳 小　川
荒　　和英 ７４歳 木　崎
寺島今朝吉 ８１歳 釣　師
長田　　聡 ３９歳 新地町
野地　政子 ８９歳 鉄炮町
名取　友藏 ９１歳 新地町

（平成１４年１１月２１日～平成１４年１２月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

町
で
は
、
平
成
15
年
度
・
16

年
度
の
「
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
」
の
受
付
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

２
月
３
日
�
〜
28
日
�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

建
設
工
事
請
負
業
、
測
量
設

計
業
務
、
調
査
業
務
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
、
製
造
業
務
、

物
品
販
売
業
務
、
修
繕
業
務
、

そ
の
他

※
町
配
布
の
総
括
表
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

�

◎場所は保健センター

・
故
目
黒
秀
夫
さ
ん
の
ご
意
志

と
し
て
目
黒
サ
ダ
子
さ
ん
（
小

県
で
は
、
原
町
合
同
庁
舎
内

に
「
中
小
企
業
労
働
相
談
所
」

を
設
置
し
、
担
当
相
談
員
が
労

働
問
題
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
賃
金
・

退
職
金
、
雇
用
・
解
雇
な
ど
労

働
問
題
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
は

秘
密
厳
守
で
す
。

毎
週
火
・
木
曜
日

・
午
前
９
時
〜
12
時

・
午
後
１
時
〜
４
時

�
相
双
地
方
振
興
局
商
工
県
民
部

（
�
�
１
１
４
２
）

21
日
　
町
総
合
計
画
審
議
会

22
日
　
生
涯
学
習
推
進
会
議
、
町
議

会
山
元
町
議
会
合
同
研
修
会

25
日
　
常
磐
道
整
備
促
進
要
望
活
動

26
日
　
道
路
整
備
促
進
緊
急
全
国
大
会

27
日
　
全
国
町
村
長
大
会

28
日
　
浜
通
り
開
発
促
進
協
議
会
要

望
活
動
、
町
認
定
農
業
者
と

の
意
見
交
換
会

29
日
　
遊
海
し
ん
ち
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
表
彰
式
、
相
馬
地
方
広
域

圏
組
合
管
理
者
会
議

１
日
　
佐
藤
ト
ヨ
ノ
氏
特
別
敬
老
祝
金

贈
呈
、
町
お
ど
り
会
発
表
会

２
日
　
庁
議

５
日
　
入
札
、
町
交
通
安
全
総
ぐ
る
み
大

会
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

９
日
　
国
保
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
、
議
会
運
営
委
員
会

10
日
　
相
馬
広
域
水
道
企
業
団
理
事
会

11
日
　
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

12
日
　
入
札

13
日
　
議
会
定
例
会
（
18
日
ま
で
）

18
日
　
名
誉
町
民
推
戴
状
交
付

平
和
条
約
国
籍
離
脱
者
等
で

あ
る
戦
没
者
遺
族
等
に
対
す
る
弔

慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
特
別
永
住
者
と
し
て
日

本
に
永
住
し
て
い
る
方
（
帰
化
さ

れ
た
方
を
含
む
）
で
、
旧
日
本
軍

の
軍
人
・
軍
属
な
ど
と
し
て
戦
死

さ
れ
た
方
の
ご
遺
族
や
重
度
戦
傷

病
者
の
方
に
対
し
て
弔
慰
金
な
ど

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
支
給
要

件
や
請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で
お
た

広
報
し
ん
ち
12
月
号
の
善
意

あ
り
が
と
う
（
新
地
ホ
ー
ム
へ

の
寄
付
）
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載

し
た
「
山
田
守
」
さ
ん
は
「
山

口
守
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
財
政
係

（
�
�
２
１
１
０
）

ず
ね
く
だ
さ
い
。

・
弔
慰
金
（
ご
遺
族
）

２
６
０
万
円

・
見
舞
金（
重
度
戦
傷
病
者
本
人
）

４
０
０
万
円

平
成
16
年
３
月
31
日

�
役
場
健
康
福
祉
課

（
�
�
２
９
３
１
）

川
）
よ
り
30
万
円

・
Ｊ
Ａ
そ
う
ま（
荒
昭
悦
組
合
長
）

よ
り
テ
レ
ビ
と
ビ
デ
オ
各
１
台

・
加
藤
孝
夫
さ
ん（
下
真
弓
）
よ

り
シ
ク
ラ
メ
ン
２
鉢
／
加
藤
春
男

さ
ん
（
岡
）
よ
り
柚
子
４
箱
／
菅

野
ミ
チ
イ
さ
ん
（
藤
崎
）
よ
り
南

瓜
40
個
／
三
宅
信
一
さ
ん
（
埒

浜
）
よ
り
柚
子
１
箱
／
新
地
高

校
よ
り
門
松
１
対
、
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
55
個
／
菅
野
ト
ヨ
さ

ん（
今
神
）
よ
り
雑
巾
80
枚

・
特
養
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
24
回
49

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
２
回
５

人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回
３
人
／

漁
協
婦
人
部
１
回
３
人
／
新
地

高
校
１
回
６
人
／
小
川
や
よ
い

会
１
回
12
人
／
相
馬
理
容
組
合

新
地
支
部
有
志
１
回
９
人

休みの日や夜間でも住民票の写しや戸籍謄・抄本が請
求できる『休日夜間申請受付ボックス』が役場庁舎の移
転に伴い、新役場庁舎の北玄関に移動しました。

申請の方法は次のとおりです。仕事で平日に申請でき
ない方などは、お気軽にご利用ください。

住民票、戸籍謄抄本、ひとり親家庭医療費助成申請書、乳幼
児医療費助成申請書、重度心身障害者医療費給付申請書等

（住民票、戸籍謄抄本）
①ボックスに備えつけてある申請書に必要なことを記入

してください。
②返信用封筒にあなたの住所、氏名を書いてください。
③返信用封筒に切手を貼り（切手がない場合には現金）、

手数料を用意してください。
④申請書・返信用封筒・手数料を添え、備え付けの専

用封筒に入れ、封をしてボックスに入れてください。

休日の翌日に処理を行い、申請者に郵送します。ま
た、窓口でも交付します。（昼休みも対応します）
� 役場町民課（��２１１５）

農業委員会の選挙人名簿は、毎年１月１日現在で、その選挙
資格を調査し、調製することになっています。選挙資格のある
方は12月下旬に各行政区長を通して配付した「農業委員会委員
選挙人名簿登載申請書」の提出に協力をお願いします。

� 町選挙管理委員会（��２１１０）

�労災年金福祉協会では、厚生労働省の委託を受けて仕事の
疲れやストレスが原因と思われる「過労死」等に関する労災認
定の相談に応じています。秘密厳守で、相談は無料です。
� �労働年金福祉協会

（�０２４－５２５－９１７７）

� � � � � �

� � � � � �



◆
・人参　200㌘　・バター 20㌘

・砂糖、みそ それぞれ大さじ３　・卵　１個

①人参をすりおろして、バターで炒める。

②みそ、砂糖で味付けする。

③最後に溶き卵を加え、混ぜたらできあがり。

人参の苦手な子どもたち
にお勧めです。ご飯の上
にかけて食べてください。

みなさん、明けましておめでと
うございます。友人や家族とすて
きなお正月をすごされたことと思
います。大晦日に、真夜中までテ
レビを見ながら年越しそばをたく
さん食べましたか。こごえるよう
な寒さの中、ご来光を拝むため
に、鹿狼山に登ったという人もい
るかもしれませんね。

ところで、新地町のすべての新成人のために、成人式が
行われますよね。日本では、２０歳になると法的にも社会
的にも大人として認められます。しかし、わたしの母国アメ
リカでは、１８歳になると大人とみなされ、選挙権を得たり
します。しかし、法的には、２１歳になるまで飲酒が認めら
れていません。普通、１８歳になると高校を卒業し、親元
を離れて大学に進学したり、就職したりします。アメリカ人
の自立、独立の感覚は、１８歳で大人として認められると
自立、独立しなければならないというのがアメリカ人の考え
だと思います。日本の若者が２０歳を過ぎても親と一緒に
生活するのはごく当たり前のことですが、アメリカ人の場合
は、１８歳になり、自立した大人と認められると、親元を
離れ、新しい生活をスタートさせたいと熱望します。

アメリカでは日本のように新成人を祝う儀式はありませ
ん。ですから、振り袖のように特別な服を着るということも
ありません。でも、大人になる気持ちは、日本人もアメリカ
人も同じなのは確かです。その気持ちとは、責任という重荷
を背負うことにはなるが、自由と特権を得ることができるの
だという気持ちです

Ｄａｖｅ
和訳：尚英中学校　遠藤敦子先生

（和訳編）

（
明
治
36
年
12
月
１
日
生
ま
れ

99
歳
・
原
相
善
）

ト
ヨ
ノ
さ
ん
は
、
今
で
も
身

の
回
り
の
こ
と
は
全
部
自
分
で

で
き
る
、
と
て
も
元
気
な
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
食
べ
物
も
好

き
嫌
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し

み
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

出
か
け
る
こ
と
で
す
。

（
明
治
36
年
12
月
４
日
生
ま
れ

99
歳
・
小
川
）

新
地
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い

る
ハ
ナ
さ
ん
は
、
本
を
読
む
の

が
大
好
き
で
、
こ
の
日
は
新
地

ホ
ー
ム
や
入
所
者
か
ら
記
念
品

や
花
束
、
祝
い
の
歌
な
ど
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
に
っ
こ
り
ほ
ほ

え
ん
で
い
ま
し
た
。

永年、苗木生産に従事し、徹底した機械化による効
率化と育苗技術の研究に取り組んできた、川上高夫さ
ん（杉目・53歳）が第41回農林水産祭の林産部門で内
閣総理大臣賞を受賞しました。川上さんは、先月には
全国山林苗畑品評会で農林水産大臣賞も受賞してお
り二重の喜びとなりました。おめでとうございます。

ビ
デ
オ
を
見
る
の
が
好
き
で
、
特

に
「
し
ま
じ
ろ
う
」
の
ビ
デ
オ
が
お

気
に
入
り
で
す
。
名
前
の
と
お
り
優

し
い
子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ー
ル
あ
そ
び
と
ア
ン
パ
ン
マ

ン
が
大
好
き
で
す
。
食
べ
物
も
好

き
嫌
い
な
く
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

明
る
く
活
発
な
子
に
な
っ
て
ネ
。

� ��



再生紙使用

ち

き
ゅう
にやさし

い

◆
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
「
広
報
し
ん
ち
」
取

材
の
際
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
◆
今
年
も
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
る
町
づ
く
り
、
紙
面
づ
く
り

に
努
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
担
当
の
我
々
も
元
気
い
っ
ぱ
い
、

町
内
を
駆
け
回
り
ま
す
の
で
、
地
域
の

話
題
な
ど
、
各
種
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
晴
）（
寺
）

町
内
４
保
育
所
で
、
昔
な
が
ら
の
杵

（
き
ね
）
と
臼
（
う
す
）
を
使
っ
て
も
ち
つ

き
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

庭
に
杵
と
臼
が
運
び
出
さ
れ
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
。
待
ち
き
れ

な
い
様
子
で
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

「
ヨ
イ
シ
ョ
ー
、
ヨ
イ
シ
ョ
ー
」
の

か
け
声
に
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
や
、

パ
パ
た
ち
が
一
生
懸
命
つ
い
て
出
来
上

が
っ
た
お
餅
は
、「
あ
ん
こ
餅
」
や
「
き
な

粉
餅
」、「
お
雑
煮
」
な
ど
に
し
て
お
い
し

そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

�


